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ＮＨＫ広報局 

※タイトルはすべて仮で変更になることがあります

「カテリーナが見つめた戦禍の故郷」 １２月２７日(水)午後１０時００分〜１０時５０分 

ウクライナ出身のNHKディレクターのカテリーナによるセルフドキュ
メンタリー番組です。
ロシアに軍事侵攻された母国について伝え続けてきたカテリーナ
ディレクターが、５年ぶりに故郷に戻り、両親や同級生と再会してき
ました。ロシアによる軍事侵攻が、思い出の場所の意味を変え、大切
な人たちに「どう生きるか」選択を迫っていました。
カテリーナは何を見つけ、感じたのか。日本では伝えきれていない
戦禍のウクライナを描きだします。

「ファミリーヒストリー 草刈正雄特別編〜決意の渡米〜」  

１２月２９日（金）午後９時００分～９時４５分 

ことし8月に初回放送し大きな反響を頂いた、ファミリーヒストリー

の草刈正雄さんの特別編です。

番組の取材で、７０歳にして初めて父が10年前まで生きていたこ

とを知った草刈正雄さん。父方親族に会いたい気持ちを抑えきれ

ずにスタジオ収録後に異例の渡米。8月の放送では、97歳の伯母

と涙の抱擁を交わしたところなど一部をお伝えしました。

年末の特別編は、3泊5日にわたったアメリカ滞在の記録を余すと

ころなくお見せします。父の墓前で揺れ動く気持ち、一堂に会した

いとこたちや伯母との会話など濃密なドキュメントになっていま

す。さらに今回、草刈さんの長女紅蘭さんにインタビューし、近くで

感じていたという正雄さんの長年の葛藤も語っていただきます。

「もっと見たい、もう一度見たい！」
年末年始のおすすめ番組について

テレビがよく見られる年末年始に、今年も多彩な特集番組を放送します。

定時番組や反響の大きかった番組のスペシャル版や集中アンコールなど、

視聴者の皆様の「もっと見たい、もう一度見たい！」にお応えします。

カテリーナディレクターコメント
「故郷の戦争を初めて自分の目で見た。“激戦地ではない”キーウのどこに行っても、誰と話しても、買い物に出ても、そ
こに戦争がいた。戦場や瓦礫だけではない、私たちの人生に隅々まで潜り込む戦争とは何か伝えたい」

※放送までにカテリーナディレクターへの取材会を実施します



「ドキュメント７２時間 年末スペシャル２０２３」 

１２月３０日(土)午後０時１５分〜６時４８分 

ドキュメント72時間この１年の放送回から視聴者リクエストのトッ

プ１０を一挙に放送する年末恒例の６時間半スペシャルです。

出演者は山田五郎さん、鈴木おさむさん、吹石一恵さん、平成ノブ

シコブシ徳井健太さん。番組に登場した方のその後の追加取材や

中継に加え、お試し企画なども。ラストは松崎ナオ「川べりの家」で

歌い納める今年も盛りだくさんの内容となっています。

１月３日(水)午後９時００分〜１０時２８分 

２０２２年春に放送し、今なおご好評頂いている「正直不動産」のスぺ
シャル版です。
「正直不動産」は、不動産で悩む人々を永瀬財地（山下智久）と月下
咲良（福原遥）の名コンビが救っていくドラマで、2024年1月９日か
らseason2が始まります。
スペシャル版はseason2につながる完全新作として放送するもの
で、永瀬は親友一家を、月下は大切な祖父を、それぞれ不動産絡み
の危機から救い出すため、奮闘します。またseason2からの主要
キャストであるディーン・フジオカさんはこのスペシャル版からご出
演されます。

「怖い絵本 冬のイッキ見＆トークスペシャル」 
１２月３０日(土)午後８時３０分〜１０時００分 

「怖い絵本」は、実力派若手俳優による絵本の朗読、アニメ、ドラマ

が一体となった不可思議な恐怖の世界へと誘う番組です。

今回は年末スペシャルとして、数々の怖い物語を世に出してきた

作家の京極夏彦さんと、番組第1回に登場した俳優のんさんが、 

「怖い」について語り尽くします。冬にぴったりの作品のイッキ見に

加え、新作「おばけにょうぼう」も披露します。

 

「正直不動産スペシャル」 

【今後の正直不動産のスケジュール】

☆「正直不動産 season2」　主要キャスト取材会

２０２３年11月２７（月）

☆「正直不動産 season１ （４K リマスター版）」全１０回 ※初の４K リマスター版

２０２３年１２月４日（月）～８日（金）①～⑤、１１日（月）～１５日（金）⑥〜⑩ BSP4K 午後１：００～

☆「正直不動産 season１」　全１０回 お正月イッキに再放送！

２０２４年１月初旬　総合　（日時調整中）

☆「正直不動産 season２」　全１０回

２０２４年１月９日（火）スタート　総合＆BSP４K 毎週（火）午後１０：００～



「先人たちの底力 知恵泉（ちえいず）新春スペシャル 

〜百花繚乱！平安・王朝文学 女流作家たちの“リアル”な生き方」 

１月１日(月)午後１０時００分〜１０時５９分 

知恵泉は、明日から役立つ先人たちのユニークな知恵の数々を

ご紹介する番組です。

新春スペシャルでは、2024年の大河ドラマ「光る君へ」の時代、

平安時代に綺羅星のごとく登場した女流作家たちに注目します。

ハラスメント、恋愛、結婚、子育て、生き甲斐…彼女たちの人生に

は千年の時を超えて今の女性たちにも響く知恵が詰まっていま

した。紫式部、清少納言、藤原道綱母、３人について、作家・高樹の

ぶ子さん、大河ドラマ「光る君へ」に出演するファーストサマーウイ

カさんが語ります。

「決戦！関ケ原ＶＲ」 １２月３０日（土)午後７時００分〜８時５９分 

決戦シリーズは、歴史を動かした決戦を新たな視点で描く番組で

す。

今回は、戦国の二大決戦、「関ヶ原の戦い」と「大坂の陣」に迫りま

す。古文書や現地調査、レザー測量などを駆使し、戦場をVR（バー

チャルリアリティ）で再現します。関ヶ原では、西軍・東軍がぶつ

かった戦場を探検し名将･大谷吉継の大作戦を描きます。また大

坂の陣では、真田丸をリアルな３Dでよみがえらせることに成功。

徳川の大軍を翻弄した真田信繁の戦いをお見せします。

「ワースポ×ＭＬＢスペシャル ぜんぶ見せます！激闘２０２３ＭＬＢ」 

１２月30日（土）午後１０時３０分～３１日（日）午前０時００分

日本選手初のホームラン王に輝いた大谷翔平選手の活躍、 吉田正

尚選手と千賀滉大投手らルーキーの躍動、今年のメジャーリー

グベースボールは私たちに大きな感動を与えてくれました。

今回のワースポ×MLB年末スペシャルでは、NHK野球解説者の井

口資仁さんとともに、現地記者の日本選手に対する評価を聞きな

がら激闘の２０２３シーズンをじっくり振り返ります。

１２月下旬〜１月上旬（放送日時調整中） 

２０２４年の大河ドラマ「光る君へ」の主人公は、「源氏物語」の作

者、紫式部。７年ぶりに女性が主役の作品となります。

そこで、ＮＨＫが誇るアーカイブスを大活用し、女性たちが主役の大

河ドラマ名場面を一挙大公開！女性が主人公だからこそ生まれる

魅力を紐解き、貴重な役者インタビューや、大河ファンの熱いトー

クも交えて、名演技・名ゼリフを堪能して頂きます。

総合テレビでは３０分、ＮＨＫＢＳとＮＨＫＢＳＰ４Ｋでは２時間の放送

を予定しています。

「大河ドラマ名場面スペシャル～歴史に名を刻む女性たち」 



「超貴重映像で迫る！イリオモテヤマネコ進化のミステリー」 

１月１日(月)午後６時００分〜７時２９分 

沖縄県の西表島にわずか１００匹ほどしか生息しないと言われて
いる貴重な野生猫イリオモテヤマネコ。
早稲田大学の鈴木直樹教授は、１０年間西表島に通い、ロボット
カメラを駆使して、イリオモテヤマネコの生態を捉えた超貴重な
映像を撮りだめてきました。
今回、その映像を大公開！小さな土地で生きるために遂げた進
化の謎に迫ります！

「日野皓正 魂が放つ音」 

ジャズ・トランペッター日野皓正（81歳）さんの挑戦を追うドキュメ

ンタリーラジオ番組です。

９月から始まったツアーでは20代のメンバーと即興で真剣勝負し、

理想の音を求めて奏法を変え続けました。今、日野さんが挑んでい

るのは 4人で演奏する“トランペット四重奏”。日野さん自身「どうな

るかわからない」と語るその演奏を、番組で初披露します。

ＮＨＫプラスでは「紅白歌合戦」や大河ドラマ「光る君へ」関連番組といった多彩なプレイリストで

番組を配信します。 

撮影：鈴木直樹

「上白石萌音の“もねがたり”２０２３」 １２月２６日(火)午後８時０５分〜９時５５分 

2022年12月に「上白石萌音（かみしらいし・もね）のもねがたり
2022」として放送したラジオ特番が、1年の時を経て再び登場。
今年も上白石さんの柔らかな声で、出会った人、出会った本、出
会った音楽などを紹介しつつ「2023年をゆっくりと振り返る時
間」をリスナーと共有していきます。
ミュージカルで共演した屋比久知奈（やびく・ともな）さんをゲスト
に迎えて、スタジオで歌の披露も。

ＮＨＫは、国連とメディアが共同で実施するキャンペーン 

「１.５℃の約束 – いますぐ動こう、 

気温上昇を止めるために。」 に参加しています。 

NHK の最新のプレスリリース 経営／コンテンツ・サービス 

https://www.nhk.or.jp/info/ 

※「どーも、NHK」X（@nhk_domo_nhk）でも情報発信しています

１２月３１日（日）午後２時３０分～６時００分 

撮影：Tomoya Takeshita




